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“A Green Approach for Oxidation Catalysis: 
Design of Artificial (mono)dioxygenases ” 

 

Ménage博士は、金属酵素の酸素活性化および有機基質酸化反応を規範としたbio-
inspired触媒の創製において顕著な研究業績を挙げられております。近年では、蛋白質分
子内に錯体分子を内包させた人工蛋白質を開発し、モノオキシゲナーゼ活性をもたせるこ
とに成功しています。髙活性な触媒分子を内包した人工蛋白質は、その特異な蛋白質空
間と分子設計された錯体分子の協同効果により、優れた選択性、反応性、安定性を発揮
しうる可能性を秘めており、生物無機化学の分野の新たな展開の一つとして、注目を集め
ています。Ménage博士は今回JSPS招聘研究者としてフランスより来日しており、本公演
では、x線結晶構造解析による蛋白質空間に内包した鉄錯体の芳香環水酸化反応機構の
研究、C-H, C=C, C-OH結合の活性化およびスルフィドへの酸素添加を触媒する鉄錯体を
内包した新規な人工オキシダーゼの研究、元来のスクリーニング法に基づいた新規蛋白
質発現のための新手法についてご講演いただきます。

また、来年7月にGrenobleにて開催される第16回国際生物無機化学会議の主要な組織委
員でもいらっしゃいます。
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